
 所在地     ：

 敷地面積  ：

 設立 ：

 主要製品  ：

 ＩＳＯ１４００１認証取得 ：

（ＩＳＯ認証番号：ＥＣ９９Ｊ２０２６）

 東芝ライテック（株）今治事業所　　サイトレポート情報

愛媛県今治市旭町５－２－１

３１，５９３ｍ
２
、建家面積：１５，６４７ｍ

２
、緑化率２５．２％

１９５０年５月、従業員：３４４人（２０１５年６月現在）

自動車用光源、情報機器用光源、産業機器用光源

１９９６年１０月、最新更新年月：２０１４年１０月

ごあいさつ

製品・環境技術開発、環境配慮ポイントの紹介

東芝ライテック㈱ 今治事業所は、瀬戸内海のほぼ中心部に突出した高縄
半島の先端に位置する今治市で事業を展開しています。自動車用光源、情
報機器用光源、産業機器用光源などの「光」製品を世界に提供しています。
事業活動における環境負荷低減活動、環境調和型製品の創出を推進し、
社会に貢献しています。また、従業員による地域清掃活動、廃棄物のリサ
イクルなど環境保全活動に注力しています。 環境管理責任者　野口英彦

☆ＩＳＯ１４００１環境マネジメントシステム
　・２０１３年９月に東芝ライテック㈱として拡大統合認証取得、２０１４年１０月認証更新
☆環境保全体制の充実
　・法令、条例の順守
☆エネルギー起源ＣＯ２排出量の削減

　・生産高原単位前年２％削減目標（目標１７９．７t-CO2/億円    実績１７０．９t-CO2/億円）

　・大型空調機の更新　　・管理強化による節電実施
☆廃棄物排出量の削減
　・総発生量生産高原単位前年２％削減目標（目標２．９９t/億円    実績２．９１t/億円）
　・廃棄物最終処分率０．５％以下目標（実績０．２３％）
☆化学物質取扱量の削減
　・取扱量年９．７t以下目標（実績５．１t）
☆全員参加・啓発活動の展開
　・環境月間・３Ｒ月間・省エネ月間による環境啓発活動
☆地域とのコミュニケーション
　・構外美化活動
　・絶滅危惧種の保護、育成

２０１４年度の環境の主な取組み

水銀フリー自動車用HIDランプ 高輝度ＬＥＤパッケージ（Ｏ２ＰＥＲＡ）

車載用ＬＥＤ光源モジュール

車載用ソケット型ＬＥＤ光源



  環境方針



エネ起源ＣＯ２ 物流ＣＯ２

廃棄物総発生量 最終処分率

水受入量 化学物質取扱量

－ － －
地球温暖化防止

資源有効活用

 環境目的・目標

0.35 0.35 0.35

廃棄物総発生量原単位の改善(t/億円)

 環境負荷データ

186 182

3.21 3.17 3.14

190エネ起源ＣＯ2総排出量原単位の改善(t-CO2/億円)

1.92 1.88

改善・向上

2015年度 2016年度 2017年度

0.110 0.109 0.108

改善・向上 改善・向上

1.96

取組み項目

化学物質管理

生物多様性 生物多様性の推進

取扱量原単位の改善（t/億円）

水受入量原単位の改善(千ｍ
3
/億円)

最終処分率の管理(％)

物流ＣＯ2総排出量原単位の改善(t-CO2/億円)

8994 12004 11036 11069 

180 190 186 182 

171

2014年度 2015年度 2016年度 2017年度

t-CO₂ 目標値 実績値

（t‐CO2/億円）

（t‐CO2）

2014年度 2015年度 2016年度 2017年度

t-CO₂ 目標値 実績値

横須賀にて表示

（一括管理）

153 203 188 191 

2.99 
3.21 3.17 3.14 

2.91

2014年度 2015年度 2016年度 2017年度

t 目標値 実績値

（t/億円）

（ t ） 0.4 0.7 0.7 0.7 

0.50 
0.35 0.35 0.35 

0.23

2014年度 2015年度 2016年度 2017年度

t 目標値 実績値

（％）

（t ）

87 124 114 114 

2.02 1.96 1.92 1.88 

1.65

2014年度 2015年度 2016年度 2017年度

千ｍ³ 目標値 実績値

（千ｍ3/億円）

（千ｍ3 ）

5.1 7.0 6.5 6.6 

0.175 

0.110 0.109 0.108 

0.098

2014年度 2015年度 2016年度 2017年度

t 目標値 実績値

（t/億円）

（t ）



森林整備体験を盛り込んだ企業の社員研修環
境プログラムに当事業所から２名参加。市内
外の企業環境担当者が等枝打ち、植樹を今治
自然塾、富良野自然塾と共同で行い、環境教
普及の対話等を行いました。
（実施概要）
・日時：２０１５年２月２１日～２月２２日
・場所：しまなみアースランド
・主催：今治自然塾

＜クリーンアップ活動＞

当事業所では、毎年、事業所周辺の清掃活動
を実施しています。
当日は事業所を出発点に沿道の美化を行いま
した。今後も地域活動の一環として、継続し
ていく予定です。

（実施概要）
・日時：２０１４年１２月３日
・参加人数：４６名

①愛媛県地球温暖化防止県民運動推進会議事務局主
催の「アースデイ・ライトダウン」に参加。
（実施概要）
・日時：２０１４年４月２２日　２０－２２時
・事業所の広告看板消灯（４．７５kwhのCO2削減）

②四国地球温暖化対策推進連絡協議会主催の「ムー
ンナイトSHIKOKU」に参加。
（実施概要）
・日時：２０１４年９月７～１３日　２０－２２時

・事業所の広告看板消灯（４．７５kwhのCO2削減）

＜企業研修プレ体験＞

 コミュニケーションの紹介

＜各種ライトダウンキャンペーン参加＞

＜LED工作教室の実施＞＜LED工作教室の実施＞

地域とのコミュニケーションの一環として日
本照明器具工業会に協賛し、地元小学生を対
象にＬＥＤ工作教室を実施しました。

（実施概要）
・日時：２０１４年１２月８日
・場所：今治市立日吉小学校
・主催：日本照明器具工業会



 生物多様性の取組み

指標種（保護種）の選定

愛媛県カテゴリー：絶滅危惧ⅠA類（CR）

（「愛媛県レッドデータブック2014」より引用）

指標生物 指標生物の希少性
愛媛県カテゴリー：絶滅危惧ⅠA類（CR）

愛媛県カテゴリー：絶滅危惧ⅠA類（CR）

構内育成の概要

トチカガミ

デンジソウ

ウンラン
海岸の砂地に生える多年草。海岸の護岸改修や人為的
撹乱のため急減した。現地ではハマゴウ、テリハノイバラ
等と混生しておりそれらの被圧により生育環境は良好と
はいえない。

水田、水路、池沼などの水辺に生育する多年生の夏緑
性シダ植物。水田、水路の開発、農薬汚染などにより減
少した。最近では1ヶ所でしか確認できない。

池沼、水路などに群生する浮遊性の多年草。県内では
池沼の開発や水質汚濁により絶滅したと考えられてい
たが、近年、新たな生育地が確認された。

（トチカガミ） （デンジソウ）

（ウンラン）

【トチカガミ】

【デンジソウ】

【ウンラン】

2013年10月構内に移植し、保護・観察を開始。

2013年10月構内に移植し、保護・観察を開始。

2015年4月に愛媛県生物多様性センターより株分け、構内に移植し、保護・観察を開始。

（構内移植）

（構内移植）

（構内移植）

（2013年～2014年冬季）

殖芽状態で越冬

（2015年7月現在）
順調に生育、株数も増加

（2015年7月現在）
順調に生育、株数も増加

（2015年7月現在）
順調に生育、株数も増加
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